
 

エントリー14 
Q1.学習会のコンセプトについて記入してください。 

 〇学習会名称 （ みんなでレッツ・チャレンジ‼ ～ 生活シミュレーション～          ） 

 〇主催者   （ いわて労連青年部          ） 

 〇対象者   （ 青年          ） 

  〇開催日   （平成 27年 4月 18日） 

 〇開催場所  （岩手県水産会館    ） 

 〇なぜその学習会を企画したか 

 

 

 

 

 

 

〇企画するにあたって、運営で工夫した点は？ 

 

 

 

 

 

 

○苦労した点は？ 

 

 

 

 

 

Q２.参加者ついて記入してください。 

○参加人数  目標（   40）人 実際に参加した人数（ 19）人 

○参加者からの感想は？ 

 

 

 

 

 

○どんな総括をしましたか？ 

 

 

 

 

 

○総括を踏まえて、次に活かそうと思う点など 

 

 

 

 

○その他、学習会を行って気づいたこと 

 

 

最近良く耳にしている最低賃金にたいして、どうやって決まっているのか、また、各県でどの

くらい差があるものなのか、自分達の給料にどのくらい影響があるものなのかを知ってもらう

ため。知って、理解を深めてもらって、職場の春闘要求に青年からも積極的に、自信 

をもって声をあげてもらいたいという思いを込めて企画。 

リラックスしながらも、楽しく、考えてもらえるように、お菓子や飲み物を用意した。 

グループ内で困った時や、わからなくなってしまった時に、すぐ対応出来るように、グループリー

ダーにならない役員を 1人配置した。 

参加者が中々集まらず、ギリギリまでグループが組めなかった。 

役員みんなが中々集まらず、会議や打ち合わせが中々進まなかった。 

・楽しく、学べた。 ・自分の現在の給料との比較にもり、今自分達がどれだけ我慢した生活

に慣れてしまっていたのか、気付いた。 ・自分達の生活に密着しているものなんだと改めて

知れた。 

役員内の位置付け、企画内容の把握 

事前準備期間をしっかり取る。 

ただ学習というのではなく、自分達の身近の事についての内容を楽しく学べる工夫が必要。 

・役員内での位置付けや企画内容についての把握が不十分な部分があった。 

・グループ内で時間のバラつきがでてしまい、手持ち無沙汰になってしまったグループへのフ

ォローができなかった。 






